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工
事
で
採
用
さ
れ
た
。
駅
ル
・
無
線
操
作
装
置
も
備

―

内
部
で1
枚
当
た
り
幅
ー
え
、
外
装
材
な
ど
の
揚
重｝•

•
2

認
ほ
ど
の
ガ
ラ
ス
手
か
ら
取
付
、
仕
上
工
事
まI

す
り
の
取
付
工
事
で
採
用
で
を
一
鑑
し
て
対
応
で
き
い
、
同
シ
ス
テ
ム
は
4
月

と
な
っ
た
。
施
工
を
手
が
る
。
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
や
末
ま
で
稼
働
し
て
い
た
。

け
る
大
林
組
関
係
者
に
よ
重
機
な
ど
を
使
用
し
な
い
現
場
下
部
で
同
時
並
行
的

る
と
、
当
初
計
画
比
で
2

た
め
、
外
装
材
の
取
付
用

．に
実
施
し
て
い
た
軌
道
工

|

3
割
ほ
ど
の
エ
期
短
縮
重
機
の
稼
働
や
取
付
作
業
事
な
ど
を
阻
害
せ
ず
に
、

に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
の
コ
ス
ト
が
低
減
し
、
エ
取
付
工
事
を
進
め
る
必
要

ぅ
。
現
場
下
部
で
実
施
し
期
短
縮
に
も
つ
な
が
る
。
が
あ
っ
た
た
め
「
足
場
の

て
い
た
軌
道
工
事
な
ど
も
現
在
の
採
用
実
績
は
50件
採
用
は
難
し
か
っ
た
」
（
大

阻
害
せ
ず
、
工
事
全
体
の
に
達
し
て
お
り
、
駅
工
事
林
組
担
当
者
）
と
い
う
。

作
業
性
向
上
に
も
寄
与
し
関
連
で
の
採
用
は
仙
台
駅
現
場
上
空
で
取
付
工
事
を

た

。

に

次

い

で

2
件
目
と
な
完
結
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

同

シ

ス

テ

ム

は

デ

ッ

キ

る

。

「

ま

さ

に

現

場

に

フ

ィ

ッ

型
ゴ
ン
ド
ラ
と
揚
重
機
を
ガ
ラ
ス
手
す
り
の
取
付
卜
し
た
仮
設
計
画
だ
っ

腐
。
ゴ
ン
ド
ラ
と
璽
工
事
は
、
駅
内
部
の
2
階
た
」
（
同
）
と
感
想
を
述
べ

機
連
ぶ
専
用
走
行
レ
ー
コ
ン
コ
ー
ス
部
分
で
行
た
。
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~. 一ー~一駅内部で採用されたパネル揚重機
システム。ゴン ドラでの作業中の
様子 （撮影協カ ・JR東日本）

日綜ゴンドラ

山
手
線
新
駅
の
建
設
I
事
で

日
綜
産
業
グ
ル
ー
プ
の
ー
ア
ッ
プ
）
工
法
・
パ
ネ

且
ゴ
ン
ド
ラ
（
本
社
1
1

ル
揚
重
機
シ
ス
テ
ム
が
J

東
京
都
中
央
区
、
比
留
間

R
山
手
線
新
駅
「
高
輪
ゲ

純
社
長
）
はP—
u
p
（
ピ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
」
の
建
設

F
l
u
p工
法
」
採
用
―

澗
1
9
7
3
3
*
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9
3
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比
留
問
社
が
っ
た
ら
本
望
」
と
し
、

・
敷
地
面
稿
は
1
万
4
9
6

長
は
「
力
が
今
後
は
土
木
や
プ
ラ
ン
ト

4
.
0
2平
方
認
、
延
床
面

子様の
必
要
な
作
業
工
事
関
連
な
ど
、
さ
ら
な
積
は
5
2
5
2
.
9
6平
方

智
籠
場
の
方
る
用
途
拡
大
に
も
意
欲
を
認
。
鉄
骨
使
用
塁
は
3
6

作

日

が

安

定

す

示

し

た

。

〇

〇

ト

ン

。

施

工

は

大

林

組

付
東
を
と
す
る
工
事
の
正
式
名
称
は
・
鉄
建
の
共
同
企
業
体
が

•

も
の
の
「
今
「
品
川
新
駅
（
仮
称
）
新
手
が
け
、
エ
期
は

2
0
2

、
取

R
の
J
り
・
回
の
よ
う
な
設
工
事
」
。
J
R
山
手
線
の

0
年
2
月
28日
ま
で
を
予

『

P
I
U
P
エ
田
町
ー
品
川
駅
間
に
新
設
定
。
構
造
に
は
日
鉄
エ
ン

す
カ
手
協
ス
影
法
の
使
わ
れ
す
る
駅
で
、
昨
年
12月
に
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
木
鋼
ハ

方
は
珍
し
は
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
材
も
使
用

一
一
醤
い
。
同
工
法
に
名
称
が
決
ま
っ
た
。
す
る
な
ど
、
最
新
技
術
を

の
採
用
に
よ
っ
て
エ
期
短
新
駅
は
鉄
骨
造
で
地
上
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
て

驚
作
業
性
向
上
に
つ
な

3
階
・
地
下
1
階
建
て
。
い
る
。



こ
と
で
床
レ
ベ
ル
か
ら
上

で
全
作
業
を
完
結
で
き
、

ホ
l
ム
上
で
は
別
の
作
業

が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
っ
た
。

ガ
ラ
ス
パ
ネ
ル
設
置
工

同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
デ
一ト
が
低
減
さ
れ
、
外
装
工
一
地
下
1
階
、
地
上
3
階
構
一G
W
|叩
(
同
3
5
0
J
一事
は
今
年
4
月
末
ま
で
に

ッ
キ
型
ゴ
ン
ド
ラ
と
揚
重
一期
の
短
縮
、
現
場
作
業
性
一
造
で
延
床
面
積
は
5
2
5
一号
)
の
ゴ
ン
ド
ラ
2
基
で
一
完
成
し
、
ゴ
ン
ド
ラ
は
5

機

(
複
合
体
)
を
併
用
し
一向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
一2
・
mm
平
方
M
と
な
っ
て
一パ
ネ
ル
の
搬
入
、
設
置
工
一月
の
大
型
連
休
前
に
は
解

て
外
装
パ
ネ
ル
の
揚
重
か
一る
。
こ
れ
ま
で
全
国
で
約
一い
る
。

一事
を
行
っ
た
。
今
回
採
用
一体
さ
れ
た
。
日
綜
ゴ
ン
ド

ら
取
付
け
、
仕
上
げ
工
事
一回
件
の
採
用
実
績
が
あ
一

p
l
U
P
工
法
が
使
用
一
さ
れ
た
手
す
り
ガ
ラ
ス
パ

一ラ
は
今
後
、
外
葬
取
付

ま
で
一
貫
し
て
行
う
。
タ
一る。

一さ
れ
た
の
は
、
建
屋
2
階
一ネ
ル
は
1
枚
が
最
大
1
2
一用
重
機
の
稼
働
や
取
付
作

ワ
l
ク
レ
ー
ン
や
重
機
な
一

2
0
1
6年
9
月
5
日
一コ
ン
コ
l
ス
デ
ッ
キ
部
分
一0
0ミ「
×

2
8
0
0♂
と
一業
の
コ
ス
ト
低
減
、
作
業
一

ど
を
使
用
し
な
い
た
め
、

一か
ら
工
事
が
始
ま
っ
て
お
一の
ガ
ラ
ス
パ
ネ
ル
設
置
工
一大
判
で
、
重
量
も
2
5
0
一性
や
工
期
短
縮
な
ど
を
図
一

外
装
材
の
取
付
用
重
機
の
一り
、
工
期
は
初
年
2
月
初
一事
。
F
G
W
l
M
(積
載
一キロ時
7

あ
っ
た
。
一
般
的
に
、
一る
こ
と
が
で
き
る
工
法
と
↑

稼
働
や
取
付
集
の
コ
ス
一日
ま
で
の
予
定
。

S
造
で
一荷
重
2
4
0
J
U
7
)
、
F
一義
材
が
大
判
だ
と
床
か
一し
て
新
規
建
築
案
件
を
タ
一

一ら
の
足
墳
が
な
い
方
が
作
了
ゲ
ッ
ト
に
市
場
開
拓
を
一

一業
効
率
が
良
い
。
今
回
P
一進
め
て
い
く
方
針
だ
。

一

一l
l
U
p
工
法
を
採
用
し
た

一

-
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パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
テ
ム

日
綜
産
業
(
本
社
・
墓
尽
都
中
央
区
、
社
長
・
小
野
大
氏
)
の
グ
ル
ー
プ
子
会
社
で

仮
設
用
ゴ
ン
ド
ラ
リ
ー
ス
業
な
ど
を
手
が
け
る
日
綜
ブ
ン
ド
ラ
(
本
社
・
墓
京
都
中
央

区
、
社
長
・
比
留
間
純
氏
)
の
パ
ネ
ル
場
重
機
シ
ス
テ
ム
「
p
|
U
P
工
法
」
が
、
山

手
線
の
品
川
新
駅

(
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
)
建
設
現
場
(
大
林
組
・
鉄
建
共
同
企
業

体
施
工
)
で
採
用
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
テ
ム
「

p
l
U
P
工
法
」

4
月
上
旬
の
現
場
作
業
の

様
子
(
撮
影
協
力
/
東
日
本
旅
客
鉄
道
)
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使
わ
ず
、
重
機
の
稼
働
や
作

業
の
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
、

「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
」

工
期
の
短
縮
も
見
込
め
る
と

う。

日
綜
産
業
が
現
場
見
学
会
、

日
綜
産
業
（
中
央
区
）
は
、
た
。
関
連
会
社
の
日
綜
ゴ
ン
施
工
を
担
当
す
る
大
林
・

J
R
東
日
本
が
港
区
に
新
設
ド
ラ
（
同
）
が
扱
う
P
I
U
鉄
建
建
設
共
同
企
業
体
の
高

す
る

「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

P
工
法
で
、
ス
チ
ー
ル
製
ガ
見
朋
宏
工
事
長
は
、
「
上
下

駅
」
の
褐
勁
見
学
会
を
開
い
ラ
ス
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
模
左
右
に
移
動
で
き
る
揚
軍
機

i
”

．様
な
ど
を
公
開
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
安
全
性
を
確

11
写
真
。
保
で
き
、
連
立
し
た
パ
ネ
ル

p
|
U
P
工
法
の
設
置
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
」

は
、
デ
ッ
キ
型
ゴ
ン
と
採
用
の
経
緯
を
説
明
し

た。

ド
ラ
と
揚
重
機

（テ

f
 
,.. 

ル
ハ
ク
レ
ー
ン
）
を
駅
舎
の
規
模
は
、
鉄
骨
造

、'

併
用
し
、
外
装
材
の
地
下
1
階
地
上
3
階
建
て
延

取
り
付
け
、
仕
上
エ
ベ
5
2
5
2平
方
料
。
建
築

事
ま
で
を
一
貫
し
た
工
事
は
2
0
2
0年
2
月
末

・

パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
の
完
成
を
予
定
。
設
計
は
J

r
 
g。1ー
テ
ム
。
タ
ワ
ー
ク
レ

R
東
日
本
建
築
設
計
（
欝

提
供

j
R東
日
本
ー
ン
や
重
機
な
ど
を
区
）
が
担
当
し
た
。
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